
	会議経過および会議結果

	（委員）
　　取組の実績、また評価が圏域住民に周知出来ているか疑問である。
　　取組は、各市町の特性に応じてアレンジしていくべきである。

　　定住自立圏としての重要なテーマは、人口減少社会に対応していく防災、介護、交通問題であり、中心市として優先順位をつけて取り組むべきである。また、合わせて過疎化、雇用の促進についても取り組んでいくべきである。
（委員）

　　進行管理を行う際、取組内容や評価の理由だけではなく、中心市や連携市町として、どのようにその取組にアプローチしたか、予算をどのように使ったか等、情報発信としてその方法を明示してはどうか。
（委員）

　　各市町で評価としては同じでも、その評価理由がポジティブなものとネガティブなものがあるので、評価だけで判断してよいかは疑問である。

　　まちづくりは行政間だけで進められるものではなく、参画する住民も含めたものであり、意見を取り入れていくべきである。

（委員）

　　懇談会委員として、事前意見等で述べた意見がどう反映されたか、もっと具体的に報告をして欲しい。

　　例えば、文化芸術鑑賞機会等の提供では、美術館として、具体的にどのように広域にチラシを配布等しているのかが知りたい。

（委員）

　　各自治体毎に評価や取組に温度差があるのが残念である。２７年度までに重点的に取り組む事業をしぼっていくべきではないか。
　　中心市の充実した公共交通機関の施策を連携市町とどう取り組んでいくか、もう少し具体的な取組の説明が欲しい。

（委員）

　　情報の共有は、ブロードバンドから無線化へと進んでいっている。

　　圏域住民が取組どう評価するか等の分析をすると意味があるのではないか。

（会長）

　　問題意識を集約し、情報をどういう伝達手段で伝えていくべきかを考えていくべきである。

（委員）

　　行政間でうまく連携は取れているのか。
（事務局）

　　中心市の事業担当課と連携市町の関連部署との間で協議を行っている。

（委員）

　　福祉の分野で、中心市と直島町で地域密着型サービスが広域利用が出来ていることは、定住の取組として、共生が出来ているところである。

（委員）

　　進行管理は分かりやすくまとめられている。

　　連携市町評価の理由を検証し、取組には各連携市町の強い意志が必要であり、今後見直しの必要性の出てくる事業もあるのではないか。
　　高松市立東部運動公園や高松市こども未来館（仮称）を定住自立圏で盛り上げていけないものか。
　　人口増加のために、成功事例を圏外に向けてＰＲしていく必要もあるのではないか。
　　

（会長）

　　取組毎の重要度を出していく必要はあるが、事業の廃止となると難しい面もある。

（委員）

　　有効性のある取組を整理するべきである。取組によっては、事業内容が折り返し地点に来ていると思われるものもある。

（委員）

　　効果のない事業は見直しが必要だろう。連携市町の要望に応え、具体的改善を行っていくべきである。

（会長）

　　効果の弱い部分、特に圏域マネジメント能力の強化の底上げが求められる。

（事務局）

　　評価の方法については、再度協議していきたい。また、取組の実績だけではなく、方法等手段についても示していくか、検討したい。

　　連携市町や各担当課との情報共有の働きかけをしていき、それが分かるような資料を作成するよう努めたい。

（会長）

　　議題（２）の瀬戸・高松広域定住自立圏における具体的取組の拡充について、事務局から説明をお願いする。
【具体的取組の拡充について事務局から説明】

（会長）

議題（２）について、事務局から説明があったが、質問・意見があればお願いしたい。

（委員）

　　今後の方向性について、特に拡充、縮小とされたものに関しては、どう
　具体的なアクションをするかを検討するべきである。

（委員）

　　費用対効果も今後の方向性を検討する上で重要である。

（会長）

　　アイデアを出し、コストを下げていく努力をすることも必要である。

（委員）

　　圏域住民が定住自立圏の取組をどう受け取るかのインフォメーション、周知が必要になってくる。
（委員）

　　大学連携等の取組についても言えることだが、ホームページに情報を載せても、興味のある限られた人しか見ないのではないか。ＰＲをもっとしていくべきである。

（委員）

　　観光等で、特区のような取組ができないか、考えられないか。

（会長）

　　全体を通して進行管理、方向性を見ていくべきである。

（会長）

　　最後に議題（３）その他について、事務局から何かあるか。

【今後のスケジュール、アンケート結果について事務局から説明】

（会長）

　　他にないようなので、本日の会はこれをもって終了する。
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（会長）


　　議題（１）の共生ビジョンに掲げる取組の進行管理について、事務局から説明をお願いする。





【共生ビジョンに掲げる取組の進行管理について事務局から説明】





（会長）


議題（１）について、事務局から説明があったが、質問・意見があればお願いしたい。





（委員）


　　進行管理について、取組自体の有効性が機能しているものと、そうでないもの、また、中心市と連携市町の評価に乖離があるものが見られる。


今後の国の動向を踏まえ、事業の組み換えも含めて考えていくべきである。


例えば、高松市中心市街地活性化基本計画に基づく取組においては、中心市と連携市町の評価が分かれているが、このような取組の場合、別のプロジェクトで取り組めないか等の整理をしていってもよい。





（会長）


　　ビジョンの視点として、３つの視点があるが、生活機能の強化として、取組が強化されているか、結びつきやネットワークの強化として、今後評価が低かった取組をどうするか、圏域マネジメント能力の強化として、本来のマネジメントが出来ているかといった視点から、


意見をお願いしたい。�
�









